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Z江spection d昌ta and service life of treate正1 !ogs in the 五eld

喜善 話・スギI]\ .Y L火(径 7~llcm) の業部i処翌日効ぷについて， 川口;および主主 f甘但1恕のJjリ lζ !i1yタ!

で土中 ~，c長さの半分そ埋め込んだi式験から被告りと擦を調査し耐JfJ i['数を求めた。

1JII工EÝi11吐のj易会，ボりデンゾノレト 8-25 ， ペンタクロロブニι/ ←ノレアンモニア溶液 (ACP) およ

びクレオソート ;:Ul が， 18 1 [ 経過後も実用上ほとんど支障のないれ立のも史:杏であり z 少なくともお年

以上のìlliJ周年数奇持つことがわかった。 PF ;Y;化公牧(JIS K 15SO) については，すでにもた誌が者し

く， Type 1-2 号は 14 年， Type 2 は 8 "1三の耐周年数であった。

渋社J処]互の15j 合， PCP を主剤jとしたもの 2 薬剤jが 5 年B クレオソートれlJが 7 6:[:， ウッドエ伊ス C

とナフデン駿釧が 10 .q三のそれぞれ耐用年童文であったc またキシラモンヘJレは 11.-12 年のj告定i:itHl

年記LであったG

とれりのノJ\;!I 太lま，カ[)とと処攻そすれば外tJHý土と殺するような厳しい条件での科目j が;lHì~であるこ

とがオコかったσ

1固まえかき

防腐研究室では?各種茶斉Ijの効力を矢口るために 3 x 3 x 60cm のスギ (Cryρ!omerzμ ja抑制ca) または

ブナ (Fagus crenata) 0)辺材でff型した抗を野外に設[註して，被害皮と jiIT~ 湖千f数を求めている1)2) 。

一方，処理法を変えた場fT，実大村でどのような耐m年主えになるかを知るため丸太での野外試験そもま;

I包してきている船田町\ WJ' I C::最近， n~J'17乙材などの/トメ Lメ、のJ[;;;Iえで外怖としてtl~m することをji;足したIi守の

耐周年数を明らかiごすることが要請されている。そ乙で本報告では?東京都目 J以 I~ーの!日林業試験場林氏白

付近lζ訟提されヲ ll{j羽 j 53 iJ... 3 JJ 林業試験i品の筑波移転の際に 7 弓-lまくろ試説J~l (林業試験j号訴52 似不凶

内) Iと移設された加[E!lL1~i スギ小メLムム (~Q iL~~ しでから延べ 18 年経過) , および浅川 l完投林市よllij}J の塗処

l'mスギ丸太 (10 i.j三経過)の試験結果ミ工、まとめて報告すゐ。なふこれら外相の I[ín¥j ;;;"J妥結果はすでに村、試

研報;;1)8)に報告さオじてし、る。

2. 被害調査

Ijíj報2)3) と|口H;!i ， Table 1 ICjf;したように，放さリ七度在木村表 ifiîの内限的在日祭状態によって 6 階級に分

郊しs それを政書皮として数千でノわしたヘ鋭奈は 5 人で:r j い 3 平均的観察討fd{]を校当山:とし 1 条fi-

1981年 l )j 20 口受理 本対利Jîl -16 Wood Utilization 16 

(1) (21 (3) (41 木材利用邸
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につき 10 本の丸太があるので， その被害度

の平均を平均被筈度とした。耐周年数は，平

均被害皮が 2.5 を越えるまでの経過年数とし

ているので，形がくずれさるまでの年数は歩

木報告でいう耐周年数より長くなるが9 実用

[_支障のない耐用限度はp ヰ;報告に示す耐周

年数で評価できょう。

Table 1.被害皮の表わし方

Observation of inspection 

度
時

ゴ
d
L
4
L

按
恥

観察状態
Condition 

。 健全
Sound (no attack) 

郊分的に程度の虫害または!高朽
Slight and superf�ial decay (attack) 

2 
全面的 lこ経j交の虫害または腐朽
Evident but moderate dec丘y (attack) 3圃 加Ef処理ス

の被害調査結果3 
2 の状態のうえに部分的にはげしい腐朽
Partial severe decay (attack) 

4 
全面的にはげしい虫害または腐朽
Sevεre decay (attack) 

試験材はp 東京都目黒区の i日J休業試験場林

産館付近に設置され，林業試験場移転の際に

7 号ばくろ試験地(第 2 樹木閣内〉に移設さ

れた。スギ、小丸太の中央径は 8~"9 cm，長さ

は 100cm で， その半分が地rjJ に埋められている (Fig. 1)。設置は昭和 37 年 3 月 28 日で，すでに延

5 
虫害または腐朽lとより形がくずれる
Destroyed 

べ 18 年を経過している。力日圧処理した料であり，薬剤!習の美が出ているのでs 被害経過をまとめて報告

する。

3.1 防腐処理

処理方法については前報1)に記したが9 薬剤と処理条件は Table 2 の通りである。

とれらの処玉虫は防商工場において実施された。薬剤別の吸収長は Table 3 fC示されている 0

3ロ 2 被害経過と耐用年数

JJ日圧処理小丸太は径が小さいこともあり p 被害調査の際はp 地中から抜き取もって，頂部 (T) と地中部

(B) の木口高と，地ぎわ部 (G) との 3 部分lと分けて観察を行った。ただしp はじめの 4 年間は地中部

の調去は行わなかった。結果は Table 3 ìと示す。

熱処理小丸太の耐用年数は 2 年であるが PF 系防腐処理小丸太についてはp 地き、わ部で最も著しい被害

Table 2. 供試薬剤と処理条約一

List of preservativ巴s and process of treatment by the pressure process 

薬剤名
Preservativ巴s

処理条件
Process of treatment 

JIS K ! 553 ACP 
(Copp巴r p色ntachlorophenate
in ammonium solution) 

296 

前排気 V丘CUlユ工τ1 600 mmHg, 30min. 

方自 j玉 Pressure 10 kgjcm2, 30~60 min. 

後排気なし No vacuum after process. 

前排気 Vacuum 6∞ mmHg， 30mi日目

7瓜 圧 Pr巴ssur巴 10 kgjcm2, 240 min. 

後排気 V乱cuum 600 mmHg, 60 min. 

前排気なし No vacuum befor巴 pressure.
液 ;部I EE Pressure 10 kgfcm2, 60 min 

後排気 Vacuum 600 mmHg, 60 min. 

nS K 1550 PF 1-2 

JIS K 1550 PF 2 

Boliden salt S-25 

2% 
396 / 

クレオソート ìdl
Cr思osot己 oil



Tablε3. tJIJ)五処理スギ小丸太の聖子タいとおける平均被安度と耐用年数

九verag巴 damage rating 日 nd s巴rvice life for the SUGI (Cry�tomeria jaρoηica D‘ DClN) 

logs treated with the presεrvatives by the pressure proc己S8

対
立
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5皮j台:ip. 
置*1
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?19 
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芥U

Preservatives 

8.50 

6C 

Boliden salt S-25 

PF [料

f札

P F 2*3 

ACP判

一日

浮4

江
山
内

4J 

Cコ
hミ

*3 : JIS K 1550 Type 2 
叫: JIS K 1553 ペンタク口口フェノーノシ飼のアンモニア校

Copper-pentachlorophenate ;n ammonium solut卲n. 

4 ・推定耐周年数 Presumed service life. 

:誌を必ず No �spect�!1. 

キ 1: T :丸太の]叉部の木口百 Top e!1d of logs 
G: 丸太の地き、わ部 Ground l匤e of logs 

B: メL?(の泊中郊の水口市 Bottom end of logs 
氷2 : JIS K 1550 Type ]-2 



Table 4. 塗布処浬スギ小丸太の野外における平均被害度と耐用年数

Averagεdamage rating and s己 rvice life for the SUGI (Cryptomeria jaJうonica D. DON) 

10gs tr巴ated with the preservatives for brush�g 

( 政 収 量 平均被答度 Averag日 d叩lage rating 
Retention 位置拍ト一一一…
(kgJm3)*1 絞過年数 Servic巴 period (Years) 

ト一一一一一十 ，---~~-I Positi口氏」一一一一~------一一一十一一寸一一 ~---~…(ー「 一十一一…|
Min. Mean Max. 1 2 3 4 5 ハ 7 8 9 10(Years) 

l l T|0105i19l26J33137l40l50(5050l 

G011.712. 2 I 2. 8 3. 4 3. 9 I 5.0 1 5.05.0 5.o I 

l T[ojol:::::::?「ヲ( 13114 
G ! 0 O. 7 I 1. 4 I 2. 0 I 2. 5 L ヨ 3. 6 1 3.9! 4.0 , 4. 5 

lnl  T10lol:l:;l:;l::l  06l:;:: ト ::l(238) I G 

(品(品 l;l:li
l T|010!olO2102i  O3109i 11111  1 

G I 0 0, 1 I 0, 4! o. 6! o. 61 1.21 1.512. 1 I 2. 4 I 2. 7 

10 15 23 T I 汗 J --O~IT川 0.1 0 川。円五一7
(l刈 | 心的 I (2め G | o O. バ 0.4 0.5 い 7 1 1. 2 ぺ

l ii; J 十七 T 0.1 子二〉一二γ1. 2 一
川 l 川|同 l G J o  o 0, 2 I o. 3 0, 41 o. 7 1. 0 バ

キ1 ・( )内は g/m2 で表わした汲収量 Each number in parentheses is the retention calculated by g/m'. 
*2: T :丸太の羽部の木[I l!ff Top end of logs. 

G: 丸太の地ぎわ部 Ground line of 10gB, 

*3 :推定耐用年数 Presumed service life 
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10 

1l ~12判

22 
(303) 

15 
(16ヲ)

12 
(144) 

10 
(↓之6)

10 
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斉1

王型

アリノン Arinon
(P C P) 

クレオソート泊
Cr叩sote oil 

薬

Pr己serv旦tives

処
Control 

PCP 
( 2 96 in kerosen) 

無

ウッドエース C
Wood--ace C 

ナフテン酸銅
Copper naphthenate 

キシラモンーへJレ
Xylamon-Hell 
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を受け，耐用年数は1'ype 1-2 はは年， 1'ype 2 は 8 年である。前報3) ですでに明らかにしたように，

PF 1'ype 2 より PF 1'yp巴 1-2 の方が防腐効果が大きいという傾向は確認された。ボリデンゾ Jレト S-25

と ACP 処理小丸太は地ぎわ部や地中部ではほとんど腐朽が始まっていないのに，頂部において軽微な腐

朽が始まっている。このことは硫酸銅など他の鏑系薬剤についても A般的に見られる現象で， スギ、 3X3

X60cm の抗の結果2) と一致している (Fig. 2)。ボリデンゾ Jレト S-25 と ACP とクレオソート治の各処

理小丸太は 18 "1'.経過時点までの被害経過から見て，少なくとも 20 年以 kの耐周年数が期待できる。

4. 塗布処理スギ小丸太の被害調査結果

試験材はスギ小丸太で，浅)11実験材、古畑内の外柵として昭和 45 年 11 汀 10 日に設置され， すでに百年

を経過している。丸太は中央径 7~l1 cm， 長さ 150cm で， その半分が地中に埋められている (Fig.

3)0 2 回塗布した材であり， [~~周年数の判定または推定ができるので2 被害経過をまとめて報告する。

4. 1 防腐処理

1'able 4 1と示すような 6 薬剤lをスギ小丸太に 2 Liil塗布し，吸収最も同友に示す通りである。

4.2 被害経過と耐用年数

塗布処理小丸太は，頂部(1')と地ぎわ部 (G) の 2 部分lと分けて観察をした。結果は1'able 4 1と示

す。

耐用年数については無処理小丸太の 4 年， PCP 系 2 薬剤 (PCP とアリノン)の 4~5itミはすでに報告

ずみだが2 クレオソート油は 7 年， ウッドエース C とナフテン酸銅は 10 年であった。 10 年経過時点で

耐周年数に達していないキシラモンヘル処理小丸太は被害経過から llr~12 年を推万三耐用年数とした。

5. むすび

丸太の場合においても， 塗布処理による防腐効果は最長でも 12 年程度であり， 土と接するような過酷

な条件では限界がある。それ以 tの耐用年数が姿求される場合は，加圧処理などl吸収量や浸潤長の大きな

他の処理法を適用するか，定期的iと薬剤を数布するかp どちらかを選択しなければならない。

逆iζ土と接しない部分で腐りやすい環境lどあるものは， 二Lと抜する条件より過酷さがかなり小さいの

で，例えば*報告の頂部における被者とほぼ類似の条件と考えられる。したがって土と接する条件

よりも耐用年数の延長が見込まれる。

力日圧処理小丸太の場合， 18 年経過時点で被害がないか9 わずかである薬剤はボリデンソ/レト S-25，

ACP, クレオソート油の 3 穏類であった。 これらの防j商剤のうち， 現在使用されている薬剤はクレオソ

ート油のみで2 他は現在使用されておらず， JIS K 1554 CCA 系防腐剤が多用されている。しかし，この

薬剤を使った処理丸太の長期の野外ばくろ試験はわが[1，1 においては実施されていないので，来たしてこの

薬剤が 20 年以 i二の rnij 周年数があるのか知りたいという盟諸がある。ただ， ζ の薬剤はボリデンゾノレト s-

25 と同等またはそれ以上の効力があり，すでに 3X3X60cm の杭では 10 数年でもほとんど被害を受け

ていないという実績がある 2) ので，この薬剤を用いて間伐材などの小丸太を適切に加圧処恕すれば，野外

で土と接する外柵などの場合でも ， r本実験から少なくも 20 ir以上という長期の耐用年数を保証しうる。

との実験は現在も続けられているので，新たな知見が得られた際lζ，今後も報公する予定である。

最後に宮本実験をまとめるにあたり適切など教示をいただいたョ木材利用部 阿部 究資源利用科長p



木村山問実地試験 (6) (鈴木・松岡@庄司. Ji:j) 

子自白昭二ti写;主利用料長，本実般にど援助し、ただいた利三!日免休室多浅川実験林業務返の諸氏lと対し深く

おいたします。
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Servic母 Te田 t of Treated Timber (6) 

Inspection 伽ta and service Ufe of treated log届 in the field 

Kentar� SUZUKI (1), Sh�hir� MATSUOKA (2), Y�aku SH�(3l 

and l\在amoru INoむ E(酎

Summary 

The results obtained from th思 insp邑 ction of SUGr (Cryptomeria jalうonica D. DON) logs treat己d

by th色 pressure procεS8 for 18 years and SUGI 10gs treated by brushing for 10 years ar巴 re­

ported in this paper. 

Every year logs ar邑 ch邑cked for d旦mag色 and the d呂mage rating is decided on a sc乱le of 

zero to five as shown in Table 1. 

The results of the periodic average damage r呂.ting and service livεs of the treat吋 logs

are shown in Tabl邑 3 and 4. 

We consider that the s巴rvice life of th巴 logs is indica t巴d when th邑ir average damage r且ting

is beyond 2.5. 

In the casεof th巴 logs treated by th巴 pressure process, the service life of treated logs with 

PF 2 was 8 years and th丘t with PF 1-2 was 14 years. Th巴 S巴rvice lives of treated logs with 

Bol冝en salt 5-25, with ACP and with cr邑osot邑 oil wer邑 over 20 years, considering th邑 tenden・

cy of the p巴主 iodic averag巴 dam旦g日 r乱tings before 18 years. 

In the case of logs treated by brushing, the service liv問。f th日 logs treated with two sorts 

of PCP bas邑 preservatives were from 4 to 5 years. The service life with creosotεoil was 7 

Y巴ars and for both Wood-ace C and copper naphthen抗告 it was 10 y巴ars. The presumed service 

life of the logs treated with Xylamon丑ell was from 11 to 12 years. 
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